
【マレーシア】 

2 月の市場動向トピックス 

 2018 年 2 月の訪日マレーシア人数は、前年同月比 32.4%増の 35,300 人となり、2 月として過去最高を記録。 

 昨年は 1 月末にあった旧正月休暇が今年は 2 月中旬となったことに加え、SNS での情報発信や、航空会社による

特別運賃キャンペーンなど、継続的な訪日旅行プロモーションが訪日意欲を喚起し、訪日者数の増加を後押しし

た。 

2 月の主なプロモーション活動 

 3 月に開催が予定されている旅行博「MATTA」に先立って、2 月 22 日にクアラルンプールで記者発表を行った。内

容としては、共同出展者及び日本ブースの紹介に加えて、出展国の中から日本が「ASIA’S Favorite Destination

（※）」に選定されたことを発表した。同旅行博では、マレーシアで人気のある桜の訴求を中心に PR を行い、共同

出展者とともにさらなる訪日需要の増加を図る。                                              

※旅行博「MATTA」における観光推進先。旅行博開催毎に協賛国が選定される。 

 現地旅行会社向けに配信しているニュースレターでは、弘前市の桜などの花の記事や、信玄公祭り（山梨県）や犬

山祭り（愛知県）、蹴鞠祭り（奈良県）など各地の伝統文化など 4 月以降に楽しめるコンテンツに関する記事を配

信し、訪日旅行に対する興味関心の喚起を図った。 

 マレーシア市場向け Facebook では、日本の春を象徴する桜や梅などを中心に、様々な観光コンテンツを毎日継

続的に発信した。特に、花はマレーシア市場における重要な訴求コンテンツであるが、桜のみならず、久留米つばき

園（福岡県）や伊豆大島の椿（東京都）の記事に対しては、好評の反応が多かった。 

 

                                           

 

 

ニュースレターの例 

蹴鞠祭り（2 月 22 日配信画面） 

Facebook の例 

久留米つばき園（2 月 2 日配信画面） 

  


